
１． はじめに 

１． １ 研究の背景と目的 

近年、地域のまちづくりの担い手として民間組織の果

たす役割が大きくなっている。公共空間においても、自

治体の活用及び運営に留まらず民間組織による参入を図

ることで、人々の日常的な公共空間利用や地域内のにぎ

わいを創出することが期待されている。その取組みの一

環として、将来的な空間整備や制度認定等を目指し、期

間限定の公共空間活用により課題を検討する「社会実験」

が行われている。実際に、行政主導により限定的な期間

で行われる社会実験では、多様な活用組織が参入し、公

共空間の使い方の一例を示している。このように行政が

民間組織と連携することで、公共空間の活用可能性を見

出すイベントがある一方で、民間組織同士の有志で実施

する、出店を中心としたイベントも近年増えてきている。

また、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、屋内施設

イベントの中止や規模縮小、店舗や個人事業の経営形態

や運営方法の転換が行われている。その中で、公共空間

を活用した出店イベントは、事業者にとって新規顧客獲

得の可能性を持つことから、既存の枠組みにとらわれな

い新たな販売方法として注目度や重要性が高まっている。 
しかし、これらの出店イベントにおいて見られる民間

組織の活動は一面的なものであり、継続的に公共空間の

利活用を実現する上では、組織同士の日常的な活動実態

や関係性を把握することが重要である。 
そこで本研究では、公共空間活用における、民間組織

や個人の間に広がる関係性を把握し、日常的な活動から

構築されるネットワークと、公共空間活用の相互影響を

明らかにすることを目的とする。また、出店イベントと、

個人の生活スタイルや店舗経営形態の変化の相互影響を

明らかにする。 
１．２ 対象地域の選定 
本研究では、複数の大都市によって構成されている首

都圏、関西圏に対して、一つの都市（名古屋市）の求心

力が強いという点で、人口減少時代のコンパクト都市圏

モデルを検討するのにふさわしいとされる中京圏に着目

コロナ禍以降の個人の生活スタイルの変化に対応した、公共空間活用と民間組織

によるネットワークの構築に関する研究 
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中ὠᕝ࣭ᜨ㑣地域の出店イベントのうち 2 ᅇ௨上の継

続的な㛤ദが☜認されるものの一ぴを⾲ 4 に示す。この

中から、民間主導の出店イベントに対して、㑅定した事

業者の出店≧ἣを⾲ 5にとりまとࡵた。 

地域で㛤ദされている出店イベントは主に行政やほග

༠会等の公共主導のものと、それ௨እの民間主導のもの

にศ㢮できる。公共主導の出店イベントは2000年代から

2010年代๓༙に多く㛤ጞされているのに対し、民間主導

の出店イベントは 2010 年代ᚋ༙から 2020 年代にかけて

多く㛤ጞされていることがศかる。 

 
㸱． 民間組織と出店イベントの┦஫関ಀの᫬⣔ิ変化 
中ὠᕝ࣭ᜨ㑣地域の民間組織と出店イベントの相互関

係について、その時⣔ิ変化をまとࡵたものを図 2 に示

す。出店イベントに関し、民間主導のものは、ࣜ࢔ࣄン

ㄪᰝの内ᐜから㑅定を行った。公共主導のものは、中ࢢ

ὠᕝ市࣭ᜨ㑣市の市⾤地࢚ࣜ࢔での㛤ദであること、日

常的な民間組織の活動や運営に着目するたࡵ 1年に 2ᅇ

௨上の㛤ദ㢖度であること、の 2 点より㑅定を行った。

๓㏙した事業者の出店実態を把握しながら日常的な活動

との相互関係をศᯒする。 

出店イベントの時⣔ิにおける変化を見ると、公共主

導かつ㛗期に続いてきたイベントが、コロナ⚝の影響を

大きくཷけ中止やᘏ期となっている。一度෌㛤されたሙ

ྜも≧ἣにᛂࡌて෌中止や෌෌㛤の対ᛂがとられている。

一方で、民間主導の出店イベントに関しては、コロナ⚝

となった 2020年௨㝆活Ⓨ化している。 

この⤖果から、日常の生活が大きく変化し、販売する

する 1）。≉に地方都市においては、人口減少やⱝ年ᒙの

ὶ出、中心市⾤地のᶵ能⾶㏥といった課題から公共空間

活用にྥけた動きは限定的であり、中京圏の地方都市を

事例にした研究のព⩏は大きいと⪃える。 

中京圏の地方都市の中でも、ᒱ㜧┴のᮾ⃰地域のᮾഃ

に఩⨨する中ὠᕝ市及びᜨ㑣市は஺㏻の要⾪としての役

割を果たしていること、Ṕྐ的࣭ᩥ化的㈨※が㇏ᐩであ

ること等 2)から、大都市圏近㑹の地方都市としての活力

を෌生する可能性を有しているものの、公共空間活用に

対するᨭ᥼事業等は✚ᴟ的に行われていなかった。しか

し、2020年のコロナ⚝௨㝆、行政と民間組織が連携して

公共空間の利活用を᥎㐍していく₻ὶがみられる 3）。௨

上より、本研究ではコロナ⚝௨㝆の公共空間活用と民間

組織によるネットワークに着目する上で中ὠᕝ市及びᜨ

㑣市を対㇟とする。 

１．㸱 研究対象地域のᴫせ 
中ὠᕝ市においては中心市⾤地活性化ィ⏬ 2)にᇶづく

中心市⾤地が、ᜨ㑣市においては都市ィ⏬࣐スターࣛࣉ

ン 4)にᇶづく市⾤地ࢰーンが、それࡒれ図 1 に示すよう

に定ࡵられている。 

 

 
１．㸲 研究の᪉ἲとㄪᰝᴫせ 
本研究では、2021 年 10 ᭶にᒱ㜧┴中ὠᕝ市で実施さ

れた公共空間活用の社会実験ࣉロ࢙ࢪクト「MOTTO×

JIMOTOもっとなかつがわ㸟」（௨ୗMOTTO×JIMOTOと┬␎

する）に参ຍした民間組織を中心に࢔ンࢣートㄪᰝ及び

ㄪᰝを実施した。そのᚋࢢンࣜ࢔ࣄ MOTTO×JIMOTO でࣄ

、ㄪᰝの༠力が得られた事業者が出店しているࢢンࣜ࢔

中ὠᕝ市及びᜨ㑣市の複数の出店イベントに対して、関

係組織࡬のࣜ࢔ࣄンࢢㄪᰝをྵࡴ㏣㊧ㄪᰝを 2022年 3᭶

から 6 ᭶にかけて実施した。これらの行政及び民間組織

཮方に対するࣜ࢔ࣄンࢢㄪᰝから出店イベントの఩⨨づ

け等を明らかにし、中ὠᕝ࣭ᜨ㑣地域のྛ出店イベント

とྛ民間組織の相互関係の図ᘧ化を行った。 

１．㸳 ᪤ 研究とᮏ研究の఩⨨࡙ࡅ 

 多主体の連携による公共空間の利活用と⥔持⟶⌮を対

㇟とした研究としては、ᮾ京都「しࡷれ⾤᮲例」に着目

した上で「民有地の公共空間」における活用࣐ネ࣓ࢪン

トの≉ᚩと課題のᢳ出を行ったもの ࣓ࢪネ࣐࢔࢚ࣜ、(5

ント組織がᢪえる課題と࢚࣐ࣜ࢔ネ࣓ࢪントᅋ体のᒓ性

の相関を⪃ᐹしたもの 6)等が存ᅾする。また、公共空間

における社会実験を対㇟とし関係主体に着目した研究と

しては「⚄⏣㆙ᐹ㏻り㈰わい社会実験 2017」を対㇟とし、

参ຍ型社会実験のࣉロࢭスとそのຠ果、留ព点を明らか

にしたもの 7)、広ᓥ市京ᶫᕝ࢜ーࣉン࢙࢝ࣇのἙᓊ⥳地

及び民間ᩜ地において、㐣ཤの社会実験と利用実態のẚ

㍑から利用者、事業者、⟶⌮者のホ౯を明らかにしたも

の 8)等が存ᅾする。しかし、公共空間のᜏ常的な利用を

࣐ネ࣓ࢪントや運営スキー࣒ࡔけではなく、活用者同士

のネットワークやࣛイࣇスタイルまで㋃み㎸ࢇで⪃ᐹし

ている研究は少ない。本研究は、公共空間を利用した出

店イベントと民間組織のネットワーク、さらには個人の

ࣛイࣇスタイルとの相互影響を⪃ᐹする点で⊂自性を持

つものと⪃える。  

 

２． 出店イベントと関ಀ組織のᴫせ 
２．１ 対象とする関ಀ組織のᴫせ 

社会実験 MOTTO×JIMOTO の出店者の一ぴと、㏣㊧ㄪ࡬

ᰝを㋃まえて、ศᯒ対㇟としてᢳ出した関係組織の一ぴ

を⾲ 2 に示す。ᢳ出した関係組織はⳫᏊや㣗ရ販売等の

㣧㣗事業者、㞧㈌販売等の≀販事業者、㎰స≀等の販売

事業者、体験やワークࣙࢩッࣉ等のパ࢛ࣇー࣐ー࣭クࣜ

࢚イターに大ูできる。 

ㄪᰝを実施した民間組織の主なㄪᰝ⤖果ᴫࢢンࣜ࢔ࣄ

要を⾲ 3 に示す。ここでは、日常の活動や経営の中で関

係性のある民間組織、出店イベントについて整⌮した。

さらに、コロナ⚝における生活及び活動࡬の影響等につ

いての把握を行った。 

２．２ 関ಀ組織ࡽ࠿ὴ生する出店イベントのᴫせ 
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ሙᡤやᶵ会が⃭減する中で、規模や時間を縮小さࡏつつ

販売活動や顧客との᥋ゐᶵ会を獲得しようとする動きが

事業者を中心として㉳こったと⪃えられる。そのたࡵ、

㛤ദ規模は公共主導の出店イベント࡝࡯大きくはないも

のの、コロナ⚝でも㛤ദ可能な小規模な出店イベントが

様々な民間組織の間で注目されたと⪃えられる。 
また㑅定した事業者が多く出店しているイベントにお

いてはその運営者が、事業者同士の関係性構築に対して

重要な役割を担っていると⪃えられる。ྛ事業者は、出

店≧ἣに着目すると、複数の民間主導の小規模な出店イ

ベントに出店していることがศかる。 
 
㸲． 公共空間活用と出店イベントを௓した組織ྠኈの関

ಀᛶとネットワーク 
本❶では、中ὠᕝ࣭ᜨ㑣地域の出店イベントを介した

組織同士の₯ᅾ的な関係性についてศᯒする。 

図 2 において≉に出店者が多くみられた出店イベント

に関し、公共主導のものと民間主導のものからྛ 2 つ、

ィ 4つをᢳ出した。ྛ出店イベントのᴫ要を⾲ 6に示す。

ᢳ出した 4つの出店イベントに関して、⾲ 3に示したࣄ

ㄪᰝの内ᐜから組織同士の関係性を図ࢢンࣜ࢔ 3 に示す。 
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実施する一⯡社ᅋ法人を設❧し、新たな出店イベントの

実施にྥけ活動している。 

ϩ）Y.H.Ặ（࢜ࣖࣇࢾࣖࢶ）（図 4-2） 

ᒓ性：事業者、運営者 

Y.H.Ặは中ὠᕝ市においてⳫᏊの〇㐀࣭販売を行う事

業者として活動している。Y.H.Ặは高ᰯ時代から S.W.Ặ

の⨾ᐜᐊに㏻い、S.W.Ặがまちづくりの活動をጞࡵる๓

から継続的な関わりを持つ。2016年㡭よりおやつᩍᐊを

㛤ጞし、2018 年㡭よりᕤᡣを構える。S.W.Ặ主ദの出店

イベントに参ຍする等の活動を行う中で、中ὠᕝ࣭ᜨ㑣

地域の民間組織に出会う。自㌟のၟရに▱りྜった事業

者のᢅう㣗ᮦを取り入れる等、事業をⓎᒎさࡏている。

また、自㌟の出店㢖度やイベントのコンࣉࢭト、௚事業

者の出店≧ἣから参ຍをุ᩿している。 

2020 年㡭から、高ᰯのᚋ㍮であった A Ặと共に「van

とࣇࢾのࢶキイࢳ market」を㛤ദしている。AẶは 2017

年㡭から店舗での活動を行っていたが、コロナ⚝により

店舗を一度㛢店したが、Y.H.Ặとの出店イベントをዎᶵ

とし୙定期での店舗活動を෌㛤さࡏた。 

Ϫ）I.T.Ặ（ྜ同会社 MuCHuu）（図 4-3） 

ᒓ性：運営者 

I.T.Ặは中ὠᕝ市で᪑㤋業や介ㆤ業を経営する。2017

年に高ᰯ時代の同⣭生であった N.T.Ặと共に㉳業し、

2020年に中ὠᕝ㥐๓にᐟἩ施設「The RYOKAN O」を࢜ー

ている。ᙜึはእᅜ人ほග客やᅜ内ほග客をタࡏンさࣉ

ーࢤットにᐟを௻⏬していたが、コロナ⚝の影響でᅜ内

ほග客にターࢤットを変᭦した。 

S.W.Ặと同様に、経営者としての人⬦が新たな活動࡬

ὴ生している。2021 年には自㌟が主ദ者となり「The 

RYOKAN Oゎᨺ日」を㛤ദしている。また、௚組織が主ദ

している「᩿ᤞ㞳࣐ーࢣット」࡬のሙᡤᥦ౪も行ってい

る。さらに、出店イベントの㛤ദにあたり共㏻の౯್ほ

を持った事業者を௚組織࡬⤂介する等も行っている。 

図 3 より、ある出店イベント࡬参ຍすることで▱りྜ

った事業者をูの␗なる出店イベントにᣍ待した例が見

られた。その௚に、高ᰯのඛ㍮࣭ᚋ㍮であったことが出

店イベント࡬の参ຍ࡬ὴ生した例、Ꮚ࡝も同士の௜きྜ

いがあったことがὴ生した例等が見られた。この⤖果か

ら、民間組織同士の関係性構築は出店イベントの㛤ദを

ዎᶵとすることにຍえ、同❆生や地⦕が要ᅉとなり、

ྛ々のࣛイࣇスࢸーࢪの中で行われたと⪃えられる。 

さらに、図 3におけるྜ同会社 MuCHuu、ᰴᘧ会社ࣛࣁ

࢝ࣛ等、出店イベント඲体を࣐ネ࣓ࢪントできるࣀウࣁ

ウを持つ運営者がネットワークにおいて重要な役割を担

っていることがㄞみ取れた。 

一見すると出店イベントに┤᥋的な関୚のない組織で

あっても、ᙜヱ出店イベントにおける組織の関係性構築

において間᥋的に影響を及ࡰしていると⪃えられる。 

௨上のように、ྛイベントが公共空間を活用する民間

組織同士の関係性を構築する上で相互に影響しあってい

る௚、同❆生や地⦕といった個人同士の関係性が出店イ

ベントのὴ生に影響を及ࡰしていると⪃えられる。さら

に、ྛイベントに関わる、様々な組織が民間組織同士の

日常的な関係性をᨭえていることが把握できた。 

㸳． 個ࠎの民間組織のࣛイࣇスタイルの変化と出店イベ

ントの┦஫関ಀ 
㸳．１ ᢳ出した民間組織にࡅ࠾る┦஫関ಀ 
本❶では、個々の民間組織のࣛイࣇスタイルの変化と

公共及び民間の出店イベントの相互関係を把握する。図

3 に示したネットワークにおいて、≉に多くの組織と関

係性を構築していると⪃えられる 4 組織のこれまでの活

動ᒚṔを図 4-1 から図 4-4 に示す。これにより、ྛ々の

のࣛイࣇスタイルの時⣔ิ変化と出店イベントの㛤ദ時

期࣭期間の相互関係を明らかにした。 

Ϩ）S.W.Ặ（⨾ᐜᐊ Nympha）（図 4-1） 

ᒓ性：運営者 

S.W.Ặは中ὠᕝ市で⨾ᐜ㝔経営を行うഐらまちづくり

に関する௻⏬࣭運営を行う。⨾ᐜ㝔経営時代に⾲ 1 で㏙

た中ὠᕝ࣭ᜨ㑣地域で活動する多数の組織と出会って࡭

おり、そのネットワークを活かし現ᅾの活動を行う。 

また、自㌟の運営する出店イベントに対しては「㉁」

と「౯್ほ」を㍈として出店者㑅定を行っている。2020

年からは自㌟の経営する⨾ᐜᐊの空間を利用し、定期㛤

ദのNympha๓࣐ル࢙ࢩ、୙定期㛤ദの出店イベントを㛤

ദしている。2021年ᮎには地域のイベントの௻⏬運営を
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実施する一⯡社ᅋ法人を設❧し、新たな出店イベントの

実施にྥけ活動している。 

ϩ）Y.H.Ặ（࢜ࣖࣇࢾࣖࢶ）（図 4-2） 

ᒓ性：事業者、運営者 

Y.H.Ặは中ὠᕝ市においてⳫᏊの〇㐀࣭販売を行う事

業者として活動している。Y.H.Ặは高ᰯ時代から S.W.Ặ

の⨾ᐜᐊに㏻い、S.W.Ặがまちづくりの活動をጞࡵる๓

から継続的な関わりを持つ。2016年㡭よりおやつᩍᐊを

㛤ጞし、2018 年㡭よりᕤᡣを構える。S.W.Ặ主ദの出店

イベントに参ຍする等の活動を行う中で、中ὠᕝ࣭ᜨ㑣

地域の民間組織に出会う。自㌟のၟရに▱りྜった事業

者のᢅう㣗ᮦを取り入れる等、事業をⓎᒎさࡏている。

また、自㌟の出店㢖度やイベントのコンࣉࢭト、௚事業

者の出店≧ἣから参ຍをุ᩿している。 

2020 年㡭から、高ᰯのᚋ㍮であった A Ặと共に「van

とࣇࢾのࢶキイࢳ market」を㛤ദしている。AẶは 2017

年㡭から店舗での活動を行っていたが、コロナ⚝により

店舗を一度㛢店したが、Y.H.Ặとの出店イベントをዎᶵ

とし୙定期での店舗活動を෌㛤さࡏた。 

Ϫ）I.T.Ặ（ྜ同会社 MuCHuu）（図 4-3） 

ᒓ性：運営者 

I.T.Ặは中ὠᕝ市で᪑㤋業や介ㆤ業を経営する。2017

年に高ᰯ時代の同⣭生であった N.T.Ặと共に㉳業し、

2020年に中ὠᕝ㥐๓にᐟἩ施設「The RYOKAN O」を࢜ー

ている。ᙜึはእᅜ人ほග客やᅜ内ほග客をタࡏンさࣉ

ーࢤットにᐟを௻⏬していたが、コロナ⚝の影響でᅜ内

ほග客にターࢤットを変᭦した。 

S.W.Ặと同様に、経営者としての人⬦が新たな活動࡬

ὴ生している。2021 年には自㌟が主ദ者となり「The 

RYOKAN Oゎᨺ日」を㛤ദしている。また、௚組織が主ദ

している「᩿ᤞ㞳࣐ーࢣット」࡬のሙᡤᥦ౪も行ってい

る。さらに、出店イベントの㛤ദにあたり共㏻の౯್ほ

を持った事業者を௚組織࡬⤂介する等も行っている。 
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がありつつも、関わり方を変えながら連続的に関係性を

持ち続けていることが明らかになった。さらに、その関

係性を現ᅾの活動に活かしていることがศかった。 

ຍえて、出店イベントを௻⏬する際に、ၟရの㉁や店

舗そのものよりも人᯶や౯್ほで事業者࡬のࣉ࢔ローࢳ

を行っている例（Ϩ）、事業者として出店するイベント

を㑅ᢥする際に、自㌟のၟရのࢸー࣐やコンࣉࢭトにἢ

ったものを㑅定している例（ϩ）から、民間組織間で౯

್ほの共有が行われていることがศかった。௨上のこと

から、同❆生や地⦕、個人の日常的な活動の中で生まれ

た連続的な関係性が、民間組織同士のそれࡒれの౯್ほ

を共有することに⧅がったと⪃えられる。 

さらに、中ὠᕝ࣭ᜨ㑣地域のネットワークの≉ᚩとし

て、௨ୗの 2 点があࡆられる。➨一に、ᪧୡ代からᘬき

継いࡔ⪁舗の事業をⓎᒎさࡏるたࡵのッ求方法の一つと

して出店イベントを㑅ᢥしている点である（Ϫ、ϫ）。

≉に、中ὠᕝ࣭ᜨ㑣地域のఏ⤫的な⏘業であるⳫᏊ〇㐀

業に関してはそのഴྥが☜認できる（⾲ 3 かࡵやⳫᏊ舗、

ϫ等）。➨஧に、㎰業や地⏘地ᾘをࢸー࣐にした活動が

✚ᴟ的にᒎ㛤されている点である。その上で自㌟の㣧㣗

販売事業に、関係性を持っている㎰業の事業者のᢅう㣗

ᮦを取り入れる例（ϩ）があることから、地ඖ㣗ᮦを生

かしたၟရᒎ㛤を行う事業者と㎰⏘≀のసり手との間で

✚ᴟ的に౯್ほの共有が行われていたと⪃えられる。 

このように、民間組織同士の日常的な活動の中で続く

連続的な関係性と、₯ᅾ的に行われていた౯್ほの共有

がコロナ⚝௨㝆における民間主導の出店イベント㛤ദの

活Ⓨ化に影響を及ࡰしていると⪃えられる。コロナ⚝で

は公共主導の出店イベントの中止࣭店舗経営形態の変᭦

等の≧ἣが生ࡌた。そのような≧ἣୗで、自㌟の౯್ほ

にἢった販売活動が行える、つまり自ᕫ実現が可能な出

店イベントが民間主導で活Ⓨ化したと⪃えられる。 

 
㸴． ࡲとめ 
本研究では、中ὠᕝ࣭ᜨ㑣地域で活動する民間組織を

対㇟とし、ネットワークと出店イベントの相互影響を明

らかにした。さらに、個々の民間組織の日常的な活動に

着目することで、コロナ⚝௨㝆におけるࣛイࣇスタイル

の変化と出店イベントの相互関係を明らかにした。 

ㄪᰝの⤖果、ネットワークと公共空間活用及び出店イ

ベントの相互関係において௨ୗの 2 点が明らかになった。 

1）主ദ者の␗なる多様な出店イベントがネットワーク

を構築࣭Ⓨᒎさࡏるഃ面がある。出店イベント࡬の参ຍ

によって生まれた関係性がそのᚋのྛ民間組織の活動ᒎ

㛤に影響を及ࡰしている。 

2）出店イベント࡬の参ຍにより構築される関係性ࡔけ

ではない、ྛ民間組織の日常的な活動の中で構築された

関係性や同❆生࣭地⦕による関係性が小規模かつ民間主

導の出店イベントにおいて重要な役割を担っている。 

さらに、民間組織同士がࣛイࣇスࢸーࢪの変化にᛂࡌ

て連続的な関係性を構築する中で、౯್ほの共有が✚ᴟ

的かつ₯ᅾ的に行われたことが、コロナ⚝௨㝆の民間主

導の出店イベントの活Ⓨ化に影響を及ࡰしていると⪃え

られる。公共主導の出店イベントとẚ㍑し、小規模かつ

民間主導の出店イベントはྛ事業者の౯್ほにἢった販

売活動を行いやすい。このたࡵ、コロナ⚝௨㝆の生活ス

タイルの変化に伴い民間主導の出店イベントの㛤ദが活

Ⓨ化したと᥎ される。 

このように、個人の生活スタイルの変化と出店イベン

トの㛤ദがᐦ᥋に関係している事にຍえ、民間組織のᐦ

᥋なネットワークが構築される㐣⛬で౯್ほの共有が行

われていたことが中ὠᕝ࣭ᜨ㑣地域のコロナ⚝௨㝆にお

ける民間主導の公共空間活用をຍ㏿さࡏたと示၀される。 

 
࠙ㅰ㎡ࠚ 

本研究を㐍ࡵるにあたり、࢔ンࢣート࣭ࣜ࢔ࣄンࢢㄪᰝにࡈ༠力いたࡔ
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市࣭ᜨ㑣市の事業者のⓙ様に対して心から感ㅰ⏦し上ࡆます。 
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ϫ）K.K.Ặ（ᰴᘧ会社ࣛ࢝ࣛࣁ共同代⾲、ࣛࣉンࢽンࢢ

ス࢕ࣇ࢜ AFFEST代⾲）（図 4-4） 

ᒓ性：事業者、運営者 

K.K.Ặは複数の௻業においてᜨ㑣市においてイベン

ト࣭࢔ウトド࢔事業やコンࢧル࢕ࢸンࢢ事業を経営する。

ඖ᪑行代⌮店໅ົで 2015年にᨾ㒓であるᜨ㑣市に Uター

ンし、ⳫᏊ店で 3年間໅ົしたᚋ、2019年にࣛࣉンࢽン

ス࢕ࣇ࢜ࢢ AFFEST を設❧、2020 年にⳫᏊ店時代の同൉

であった H.K.Ặと共にᰴᘧ会社ࣛ࢝ࣛࣁを設❧する。 

自㌟が௻⏬に携わった「ᜨ㑣ᓙࣞイクࢧイド࣐ル࢙ࢩ」

はコロナ⚝௨㝆ᮍ㛤ദである。一方、2019年㡭からᰴᘧ

会社ࣛ࢝ࣛࣁが௻⏬࣭実施に携わる࢜ンࣛインࣛࣉット

ー࣒「Aeru」の関連出店イベント「Aeru࢛ࣇ ࣐ーࢣット」

は 2021年から᭶ 1ᅇの定期㛤ദが行われている。 

㸳．２ ᑠ⤖ 
௨上 4 組織の活動ᒚṔのศᯒから、個人の生活スタイ

ルの変化や店舗経営の動きと出店イベントの相互影響に

ついて⪃ᐹする。 

⫪᭩や❧ሙの変化に伴って௚組織と新しい༠力関係が

生まれている例（Ϩ、ϫ）、コロナ⚝௨๓から出店イベ

ントに関係する௻⏬࣭構᝿に携わっていたがコロナ⚝௨

㝆出店イベントの実現に⮳った例（Ϩ、ϫ）、コロナ⚝

やその௚ࣛイࣇスࢸーࢪの変化が出店イベントの㛤ദに

影響していると⪃えられる例（ϩ、Ϫ）、コロナ⚝௨๓

の活動や、同❆生࣭地⦕等によってもともと構築されて

いた関係性を活かし出店イベントを௻⏬࣭実行した例

（Ϩ、ϩ、Ϫ、ϫ）が見られた。 

2020年௨㝆店舗経営の変᭦、出店イベントの㛤ദ、新

規事業࡬のⓎᒎを行う等の民間主導の動きが見られると

いう点で、コロナ⚝をྵࡴ個人の生活スタイルの変化は

ྛ民間組織の活動形態に影響を及ࡰしていると⪃えられ

る。また、民間組織同士はࣛイࣇスࢸーࢪや⫪᭩の変化
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がありつつも、関わり方を変えながら連続的に関係性を

持ち続けていることが明らかになった。さらに、その関

係性を現ᅾの活動に活かしていることがศかった。 

ຍえて、出店イベントを௻⏬する際に、ၟရの㉁や店

舗そのものよりも人᯶や౯್ほで事業者࡬のࣉ࢔ローࢳ

を行っている例（Ϩ）、事業者として出店するイベント

を㑅ᢥする際に、自㌟のၟရのࢸー࣐やコンࣉࢭトにἢ

ったものを㑅定している例（ϩ）から、民間組織間で౯

್ほの共有が行われていることがศかった。௨上のこと

から、同❆生や地⦕、個人の日常的な活動の中で生まれ

た連続的な関係性が、民間組織同士のそれࡒれの౯್ほ

を共有することに⧅がったと⪃えられる。 

さらに、中ὠᕝ࣭ᜨ㑣地域のネットワークの≉ᚩとし

て、௨ୗの 2 点があࡆられる。➨一に、ᪧୡ代からᘬき

継いࡔ⪁舗の事業をⓎᒎさࡏるたࡵのッ求方法の一つと

して出店イベントを㑅ᢥしている点である（Ϫ、ϫ）。

≉に、中ὠᕝ࣭ᜨ㑣地域のఏ⤫的な⏘業であるⳫᏊ〇㐀

業に関してはそのഴྥが☜認できる（⾲ 3 かࡵやⳫᏊ舗、

ϫ等）。➨஧に、㎰業や地⏘地ᾘをࢸー࣐にした活動が

✚ᴟ的にᒎ㛤されている点である。その上で自㌟の㣧㣗

販売事業に、関係性を持っている㎰業の事業者のᢅう㣗

ᮦを取り入れる例（ϩ）があることから、地ඖ㣗ᮦを生

かしたၟရᒎ㛤を行う事業者と㎰⏘≀のసり手との間で

✚ᴟ的に౯್ほの共有が行われていたと⪃えられる。 

このように、民間組織同士の日常的な活動の中で続く

連続的な関係性と、₯ᅾ的に行われていた౯್ほの共有

がコロナ⚝௨㝆における民間主導の出店イベント㛤ദの

活Ⓨ化に影響を及ࡰしていると⪃えられる。コロナ⚝で

は公共主導の出店イベントの中止࣭店舗経営形態の変᭦

等の≧ἣが生ࡌた。そのような≧ἣୗで、自㌟の౯್ほ

にἢった販売活動が行える、つまり自ᕫ実現が可能な出

店イベントが民間主導で活Ⓨ化したと⪃えられる。 

 
㸴． ࡲとめ 
本研究では、中ὠᕝ࣭ᜨ㑣地域で活動する民間組織を

対㇟とし、ネットワークと出店イベントの相互影響を明

らかにした。さらに、個々の民間組織の日常的な活動に

着目することで、コロナ⚝௨㝆におけるࣛイࣇスタイル

の変化と出店イベントの相互関係を明らかにした。 

ㄪᰝの⤖果、ネットワークと公共空間活用及び出店イ

ベントの相互関係において௨ୗの 2 点が明らかになった。 

1）主ദ者の␗なる多様な出店イベントがネットワーク

を構築࣭Ⓨᒎさࡏるഃ面がある。出店イベント࡬の参ຍ

によって生まれた関係性がそのᚋのྛ民間組織の活動ᒎ

㛤に影響を及ࡰしている。 

2）出店イベント࡬の参ຍにより構築される関係性ࡔけ

ではない、ྛ民間組織の日常的な活動の中で構築された

関係性や同❆生࣭地⦕による関係性が小規模かつ民間主

導の出店イベントにおいて重要な役割を担っている。 

さらに、民間組織同士がࣛイࣇスࢸーࢪの変化にᛂࡌ

て連続的な関係性を構築する中で、౯್ほの共有が✚ᴟ

的かつ₯ᅾ的に行われたことが、コロナ⚝௨㝆の民間主

導の出店イベントの活Ⓨ化に影響を及ࡰしていると⪃え

られる。公共主導の出店イベントとẚ㍑し、小規模かつ

民間主導の出店イベントはྛ事業者の౯್ほにἢった販

売活動を行いやすい。このたࡵ、コロナ⚝௨㝆の生活ス

タイルの変化に伴い民間主導の出店イベントの㛤ദが活

Ⓨ化したと᥎ される。 

このように、個人の生活スタイルの変化と出店イベン

トの㛤ദがᐦ᥋に関係している事にຍえ、民間組織のᐦ

᥋なネットワークが構築される㐣⛬で౯್ほの共有が行

われていたことが中ὠᕝ࣭ᜨ㑣地域のコロナ⚝௨㝆にお

ける民間主導の公共空間活用をຍ㏿さࡏたと示၀される。 

 
࠙ㅰ㎡ࠚ 

本研究を㐍ࡵるにあたり、࢔ンࢣート࣭ࣜ࢔ࣄンࢢㄪᰝにࡈ༠力いたࡔ

いた中ὠᕝ市役ᡤのⓙ様、⨾ᐜᐊ Nympha S.W.Ặ、ᰴᘧ会社ࣛ࢝ࣛࣁ K.K.

Ặ、ྜ同会社 MuCHuu I.T.Ặ、N.T.Ặ、࢜ࣖࣇࢾࣖࢶ Y.H.Ặ、௚中ὠᕝ

市࣭ᜨ㑣市の事業者のⓙ様に対して心から感ㅰ⏦し上ࡆます。 

 
࠙ཧ⪃ᩥ⊩ࠚ 

1)㜿㒊ு࿃, 㥖ᮌఙẚ古, 近⸨ᬡኵ, ஂಖ೔Ꮚ, ᯘ㷹ஓ, ⏣中೺స, 

「名古屋大都市圏をモデルにした持続可能な地域政⟇のたࡵのᇶ♏研究 

-人口減少時代のコンパクト都市圏モデルを目指して- 」, ᖹ成 26年度 

ᅜᅵ政⟇関係研究ᨭ᥼事業 研究成果ሗ࿌᭩, 2015年 

2)中ὠᕝ市, 「中ὠᕝ市中心市⾤地活性化ᇶ本ィ⏬ ➨ 2期ィ⏬

(R3.3.12変᭦∧)」, 2021年 

都市政⟇㒊都市ᘓ築課, “公共空間を活用した活用社会実験に࢔ࢽࣜ(3

取り組ࢇでいます”, 中ὠᕝ市࣍ー࣒࣌ー2022.8.31 ,ࢪ, 

https://www.city.nakatsugawa.lg.jp/soshikikarasagasu/toshikenchikuk

a/3/2/11855.html, (࢔クࢭス日:2022.09.03) 

4)ᜨ㑣市, 「ᜨ㑣市都市ィ⏬࣐スターࣛࣉン」, 2022年 

5)୹⩚⏤ె⌮, ᅬ⏣ᗣ㈗,  ᚚ手Ὑ₶, ಖ஭⨾ᶞ, 㛗㇂ᕝ㝯三, 小ᯘ重

ᩗ,࢚࣐ࣜ࢔ネ࣓ࢪント組織のᅋ体ᒓ性と課題に関する⪃ᐹ -඲ᅜ࢚ࣜ

ートㄪᰝにᇶづいて- , 日本ࢣン࢔ントネットワークの会ဨ࣓ࢪネ࣐࢔

都市ィ⏬Ꮫ会 都市ィ⏬ㄽᩥ, Vol.52 No.3, pp.508-513, 2017 

6)Ἠᒣሠጾ, ⛅ᒣᘯᶞ, 小ᯘṇ⨾, 都心㒊における「民有地の公共空

間」の活用࣐ネ࣓ࢪントに関する研究 -ࠗᮾ京のしࡷれた⾤୪みづくり

᥎㐍᮲例࣭࠘ まちづくりᅋ体Ⓩ㘓制度のㄪᰝ࣭ศᯒを㏻して-, 日本ᘓ築

Ꮫ会ィ⏬⣔ㄽᩥ㞟, Vol.80 No.710, pp.915-922, 2015 

7)Ἠᒣሠጾ, 中ᓥఙ, 小Ἠ⚽ᶞ, 公共空間活用における「参ຍ型社会実

験手法」としての「⚄⏣㆙ᐹ㏻り㈰わい社会実験 2017」の成果と課題, 

日本都市ィ⏬Ꮫ会都市ィ⏬ㄽᩥ㞟, Vol.53 No.3, pp.1223-1230, 2018 

8)⸨本࿴⏨, ჆名ග市, ㉥㷂ᘯᖹ, 公共空間を利用したእ㒊地ඛ利用空

間の利用実態とホ౯に関する研究 -広ᓥ市京ᶫᕝのࢣーススタデ࢕-, 

日本都市ィ⏬Ꮫ会 都市ィ⏬ㄽᩥ㞟, vol.46 No.1, pp.63-68, 2011 

住宅系研究報告会論文集 17　日本建築学会　2022.12

－ 171 －

◀目次


